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平成１９年度総合評価落札方式の試行概要

11

21

１：１

１：２

１：３

●試行案件：
・試行予定案件数25件中23件が業務完了。2件が未契約（平成20年4月時点）。

●試行の概要：
・従来、価格競争により調達を行ってきた業務において実施。
・加算方式を採用し、価格点：技術点＝1:1～1:3を試行。
・道路関係詳細設計、河川関係詳細設計、建築工事監理、その他地質調査等幅広い分野
で試行。
・23件中、価格点：技術点 1:1を1件、1:2を21件、1:3を1件試行。
・これらの試行結果を基に包括協議を実施し、平成20年度早期に本格導入。

道路関係

詳細設計

13件

建築工事

監理

 1件

その他

地質調査

5件

河川関係

詳細設計

4件

平成１９年度試行案件数（比率別） 平成１９年度試行案件数（業務別）
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●試行の結果：
・価格点１位を逆転して落札した案件数は、23件中19件。
・落札者の技術点順位は、全案件で技術点3位以上の者が落札。
技術点１位でない者（2位又は3位）が落札した件数は8件。

●総合評価実施の効果
・すべての業務における技術提案において後の工事におけるコスト縮減提案、または社会的
便益が向上（交通規制時間の短縮、短工期化等）する提案がなされた。
調達価格の差異に比して事業の成果に相当程度の差異が生じることが期待される。

●低入札の発生状況
・低入札価格調査対象業務20件（予定価1,000万円超）のうち低入札に当たる入札額が11件で
発生。そのうち、低入札の者が落札したのは6件。よって5件は総合評価により低入札を回避。

平成１９年度総合評価落札方式の試行結果

技術点

２位が

落札4

件

技術点

３位が

落札4

件

技術点

１位が

落札15

件

１：２

技術点

１位,

14件

１：３

技術点

１位, 1件
１：２

技術点

３位, 3件

１：２

技術点

２位, 4件

１：１

技術点

３位, 1件

落札者の技術点順位別件数 落札者の比率及び技術点順位別件数

計１９件価格１位を逆転して落札した案件数

１９件中

０件

落 札 者 ：評価に値する提案有り

最低価格者：落札者の提案に劣る

１９件中

７件

社会的便益に関する提案

落 札 者 ：評価に値する提案有り

最低価格者：提案無

１９件中

６件

落 札 者 ：評価に値する提案有り

最低価格者：落札者の提案に劣る

１９件中

６件

コスト縮減に関する提案

落 札 者 ：評価に値する提案有り

最低価格者：提案無

落札者と最低価格者の提案の違い
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平成１９年度総合評価落札方式の試行結果（１）

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：２

１：３

価格点
：

技術点
入札
価格
（千円）

8,0008,0008,39011,960２位１位２位
道路詳細設計（A) ５００ｍ
平面交差点詳細設計 １箇所

Ｍ交差点
1
3

29,70029,70041,99060,440２位１位２位
砂防堰堤及び床固工４基、流木対策工
３基、法面工４断面、閉塞対策工１１基

Ｌ渓流対策
1
2

5,6007,700－8,390９位８位１位箱型函渠２箇所Ｋ道路函渠
1
1

6,5007,300－8,6707位４位２位1,200m 立体交差１箇所Ｊ道路
1
0

29,50041,00033,85048,1207位６位１位4,200m×10.5m （暫定２車線）Ｉ道路9

6,2007,000－8,690４位６位１位
横断歩道橋詳細設計 １橋 （支間）：３
１ｍ 幅員：３ｍ

Ｈ歩道橋8

38,00039,40035,01052,590３位２位１位
水管橋５橋（44m、56m、55m、60m、
51m）

Ｇ道路水管橋7

15,80017,90015,62022,580７位３位１位
橋梁詳細設計１橋、橋長：約51m、 鋼単
純細幅箱桁橋

Ｆ道路橋6

8,2009,6008,28411,320８位６位１位橋長37m、鋼単純鋼桁Ｅ川橋5

29,00029,80028,16041,4607位２位３位
316m×10.15m（暫定２車線）、鋼７径間
連続非合成鈑桁

Ｄ橋4

23,00024,30022,12032,460９位３位２位橋梁詳細設計 １橋、橋 長：１７３ｍＣ橋3

22,80029,60025,03036,800１０位６位３位
2径間連続鋼箱桁橋（L＝114m）の詳細
設計

Ｂ川橋2

15,90015,90015,21022,450１位１位１位
本線 ：橋長30m、幅員20.5m
ランプ：橋梁40m、幅員5.5m

Ａ国道ランプ橋1

道路
関係

入札
価格
（千円）

技術点価格点技術点

最低
価格者

落札者調査
基準
価格
（千円）

予定
価格
（千円）

最低
価格者

落札者

業務内容業務名称

通
し
番
号

業務
分類

赤字は低入札
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平成１９年度総合評価落札方式の試行結果（２）

未契約

未契約

１：２

１：１

１：２

１：２

１：２

１：２

１：３

１：２

１：２

１：３

１：２

１：２

価格点
：

技術点

未契約
（地権者から調査の了解得られず）

予備調査、企業の内容等の調査、敷
地使用状況等の調査、建物調査、
機械設備等調査、移転工法案作成

Ｙ地区用地調査
2
5

12,30013,50016,54819,320９位２位３位
地質調査ボーリング7本、原位置・室
内試験、解析調査

Ｘ地質調査
2
4

33,40033,80037,45544,780９位２位３位
ボーリング２９本、原位置・室内試験、
解析調査

Ｗ地質調査
2
3

21,00021,60018,53025,840４位２位１位
ボーリング６本、弾性波探査５測線、
原位置・室内試験、解析調査

Ｖ地質調査
2
2

24,50031,95032,79041,350３位４位１位
ボーリング７３５ｍ、原位置・室内試
験 １式、 解析調査 １式

Ｕ軟弱地盤調査
2
1

26,40037,50040,93050,260８位４位１位
ボーリング29本、原位置・室内試験、
解析調査

Ｔ堤防
2
0

その他
（地質
調査、
測量、
用地
調査）

未契約
（対象工事が低入札調査により遅れた影響）

庁舎 鉄筋コンクリート造 地上8階
地下1階 新築

Ｓ合同庁舎工事監理
1
9

31,00031,00023,67034,524１位１位１位
庁舎 鉄筋コンクリート造 6階 新築
車庫 鉄骨造１階 622㎡ 新築

Ｒ合同庁舎工事監理
1
8

建築
関係

10,90011,40010,37014,820５位３位１位
樋管：断面２m2未満、一連 L=３５～
４６ｍ未満の詳細設計

Ｑ樋管
1
7

10,50015,30010,97015,640４位９位１位2.5m×2.5m×30m １連Ｐ樋門
1
6

15,00018,70014,99021,400３位４位１位
樋管詳細設計 １式
既設樋管撤去詳細設計 １式

Ｏ樋管改築
1
5

17,50023,80020,85028,880９位８位１位本堤：52m×12m、副堤：35m×4.5mＮ砂防堰堤
1
4

河川
関係

入札
価格
（千円）

入札
価格
（千円）

技術点価格点技術点

最低
価格者

落札者調査
基準
価格
（千円）

予定
価格
（千円）

最低
価格者

落札者

業務内容業務名称

通
し
番
号

業務
分類

赤字は低入札
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総合評価落札方式の本格導入までの経緯

建設コンサルタント業務で初の総合評価方式を１件試行（H17.12）

懇談会中間とりまとめを公表（H19.3）

特に短期的に実施（検討）を行う施策として、総合評価方式の導入、「設計
成果品の品質評価」の導入、三者会議の実施、上半期発注の徹底、発注予定
情報の早期公表、低入札対策の強化、が示された。

会計法に基づく低入札価格調査の導入（H19.4）

総合評価方式の追加試行（H19.4、H19.9で計25件）

低入札価格調査の詳細な運用を通知（H19.10）

自民党公共工事品質確保に関する議員連盟による提言（H19.12）
総会の中で、設計についても低入札の失格基準や総合評価の必要性を指摘。

関係省庁連絡会議申し合わせ（H20.3）平成20年度早期に調査設計業務にも
総合評価を本格導入することが盛り込まれる

業務コスト調査の導入（H20.4）
総合評価方式の包括協議成立（総合評価方式の包括協議成立（H20.5H20.5））加算方式で価格：技術＝１：１～３

総合評価方式の試行

H18急激なダンピング
傾向への対応

設計コンサルタント業務等成果の向上に関する懇談会を設置（H18.6）懇談会の設置

総合評価方式の
本格導入

●公共工事の品質確保の促進に関する法律（H17.4）（調査及び設計：３条７項）
公共工事に関する調査及び設計の品質が確保されなければならない。

●公共工事の品質確保の促進に関する施策を総合的に推進するための
基本的な方針（H17.8）【閣議決定】 ７ 調査・設計の品質確保に関する事項

調査・設計業務についても価格と品質が総合的に優れた内容とする必要あり。

青字：外部からの要請

赤字：要請に添った
施策の推進
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総合評価落札方式の包括協議概要

公共工事に関する調査及び設計に関する入札に係る総合評価落札方式（協議文抜粋）
（平成20年5月2日 財計第1279号）

Ⅰ 適用範囲
入札者の提示する専門的知識、技術及び創意等（以下「技術等」という。）によって、
調達価格の差異に比して、事業の成果に相当程度の差異が生ずると大臣が認める公
共工事に関する調査及び設計に係る契約を締結しようとする場合に適用する。

Ⅱ 落札方式
Ⅲ「総合評価の方法」によって得られた数値の最も高い者を落札者とする。

Ⅲ 総合評価の方法
１．入札価格及び技術等に対する総合評価の得点配分の割合は、入札価格に対す
る得点配分が全体の四分の一以上となる割合とする。
２．入札価格の得点は、入札価格を予定価格で除して得た値を一から減じて得た値
に入札価格に対する得点配分を乗じて得た値とする。
３．評価の対象とする技術等については、当該調達の目的・内容に応じ、事務・事業
上の必要性等の観点から評価項目を設定する。
４．価格及び技術等に係る総合評価は、入札者の入札価格の得点に当該入札者の
申込みに係る技術等の各評価項目の得点の合計を加えて得た数値をもって行う。


